
はい、出来上がり！

- いんさつしたお話
- リボン
- あなあけパンチ

1. まずはじめに、白い紙にお話をいんさつし、真ん
中で二つにおります。

2. さらに二つにおったら、ページの番号のじゅん番
に重ねます。

3. パンチで真ん中に二つのあなを開けます。 4. 開けたあなにリボンを通しきれいにむすびます。
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マノンは9才の女の子。色々なことに きょうみしんしん です。
わたし、大きくなったら何になろうかな？ 

けんちくか？ パイロット？ それともお花屋さん？ 

さとう はどうしてお湯にいれるととけてしまうのかしら？ アリさ
んたちはどうやってお話しているの？

ぼうし から 小さなカモメがとびたって行きました。
そして ぼうし の中には3羽の赤ちゃんカモメたちがよりそって
います。青と白の しましまぼうし は本当にカモメの す になっ
ていたのです。

UN BONNET SI DOUILLET
いちばん やわらかい ぼうし
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いつもママとパパが こまってしまうほど しつもん ばかり。
でもこの朝は、どうしてだか ずっと だまっています

すると、ウジェニーが 庭にきて と合図しています。
なんだか様子がおかしかったので、二人がゆっくりと ぼうし 

に近づいてみると、びっくり！

- どうしたの マノン 今日は しつもん しないのね？ 

ママがやさしく言いました。
- うん、でもひとつだけ ききたいの。わたしの青と白の しまし
まぼうし と わたしのヨットパーカのフード、 どちらが温かい？
- もちろん ぼうし よ。マノンが大すきな しましまぼうし。
とママはこたえました。
- わたしもそうだと思った！
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去年の冬におばあちゃんがプレゼントしてくれた青と白の し
ましまぼうし。マノンはいつもこの しましまぼうし をかぶって
います。

とっても気持ちがよくて、かぶったまま ねむってしまうほど。
耳もいたくならないし、とても温かくて まるで まゆ の中にい
るよう。ママの言うとおり こっちのほうが温かい！ 

- マノン、どうしてそんなウソをつくの？
- ママ、ほんとうよ。青と白の しましまぼうし をなくしてしまっ
たの！ ごめんなさい。
- マノンちゃん、それならいいことを教えてあげる。ママは ぼう
し がどこにあるか知っているからお昼ごはんを食べたらとり
にいきましょう。ウジェニーのおうちの庭の木の えだ にぶらさ
がっていたわ。

- ママ、あれを見たの？ おずおずとマノンは言いました。
- ええ、とても目立つところにあったもの。通りからでも しま
しまもよう が見えるくらい！それに、とってもかわいい！
- とっても温かくてやわらかい！
- まあまあ 耳がつめたくなっているじゃない！
- ごめんなさい ママ。ウソをつくつもりじゃなかったの。
でも ひみつ だったから・・・ ゆうべウジェニーがおうちの庭
でちいさなカモメが こごえているのを 見つけたの。だから 

す をつくってあげようと思って。わたしの しましまぼうし が
いちばん温かくてやわらかいから。ママだってそう言っていた
でしょ？
- あら、ママが言ったからなの？
- そうよ！ マノンはいつだってママのいうことをきいている
もの！
ママは わらって しまいました。マノンはママがおこらなかっ
たので ほっとしました。お昼を食べたあとで、マノンはウジェ
ニーの家に戻りました。
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マノンは しましまぼうし をかぶって なか
よし のウジェニーのところへ遊びにいき
ました。ウジェニーのおうちはマノンの家
のすぐ近く。海の見える大きなおうちで
す。二人はいつも貝がらを集めたり、すな 

のうえに手紙を書いたり、思いきり大きな
声で歌ったりして遊んでいました。でも今
日は ひみつ の やくそく があります。

お昼になったのでママがマノンをむかえにきました。
- あの子たち 朝からずっと庭にいるんですよ 

 ウジェニーのお父さんが言いました。

ママが まど の外を見ると、庭に二人がいました。そして、何で
しょうか？庭の木の えだ から何かぶらさがっているものがあ
ります。それは、マノンのぼうしです！

家への帰り道、ママはマノンに聞きました。
- ぼうし はどうしたの？ わすれてきたの？
- ううん なくしてしまったの！


